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研究の概要と目的 昭和 47 年、町立杉原紙研究所が現在の兵庫県多可郡多可町加美区に設立されました。この研究所の

役割は、過去の文化遺産の保存だけでなく、杉原紙を地域の特産品として産業化するためです。杉原紙は日本の代表的な紙とし

て日本文化を支え、約１３００年の歴史ある播磨紙の技術を受け継いでいます。現在、兵庫県の伝統工芸品として広く知られて

いる杉原紙の製造過程では、原木である楮（コウゾ）の樹皮だけでなく、トロロアオイという植物から採った粘性の高いのり

〈サナ(ネリともいう〉が欠かせません。本研究は、杉原紙の高い品質を保つために必要なトロロアオイの役割を、杉原紙研究

所をはじめとした先行研究から学び、科学的な視点で考察し、今後の私たちの杉原紙研究の理解に繋げようとするものです。 
 

杉原紙の歴史 関白 藤原忠実の日記『殿暦』の 1116 年（承久 4 年）7 月 11 日に初めて「椙原庄紙」の名称が使われる。 

◆ 平安時代  1030 年頃 奈良時代の「播磨紙」から伝統を受け継ぎ「椙原庄紙」が生まれる。播磨は有数の紙産出国。 

◆ 鎌倉時代   1219 年『北条九代記』に「杉原紙 初めて流布す」との記述がある。鎌倉幕府の公文書用紙として使われる。 

◆ 室町時代  楮（コウゾ）を用いた杉原紙に似た紙が全国に広がる｡1538 年『鹿苑日録』に「周防杉原」が出現した。 

       他にも備後、加賀、出雲、石見、備中、越後、豊後などにも国名を頭につけた「○○杉原」が生まれる。 

◆ 江戸時代  1777 年『紙譜』に全国に約 20 の「○○杉原」の存在が記載される。庶民の日常生活にも広がる。 

◆ 明治時代以降 人工造林が進み、コウゾの自給が困難になる。機械漉きの技術や西洋紙の普及等の影響もあり徐々に衰退。1925 年（大正 14 年）に一旦幕を閉じる。 
 
杉原紙の復元  1940 年 ｢杉原紙の発祥地は、播磨・杉原谷である｣との新村出･寿岳文章 両博士（和紙研究家）の調査研究が示される。                                     

◆ 1970年(昭和 45年) 藤田貞雄氏（郷土史家）が『播磨の紙の歴史 杉原紙』を刊行。同年、宇高弥之助氏により、約半世紀ぶりに杉原紙の紙漉きが再現される。 

◆ 1972年(昭和 47年) 「杉原紙研究所」設立・操業開始｡「杉原紙」本来の紙質（優しい白さと柔らかな感触）の特徴を活かし、先人の技術を追い求める｡  

◆ 1983年(昭和 58年) 兵庫県重要無形文化財指定  ◆ 1985年(昭和 60年) ｢ﾕﾆﾊﾞｰｼｱｰﾄﾞ神戸大会｣表彰状   ◆1993年（平成 5年） 兵庫県伝統的工芸品指定  

 

杉原紙ができるまで －楮(コウゾ)100％の杉原紙ー   

 

 

 

 

１ トロロアオイとは 

アオイ科の植物でオクラ似た花を咲  

かせるので「花オクラ」とも呼ばれる。  

根をつぶし、水に漬けておくと粘り

気の強い液（以下、「トロロアオイ粘

質物」または「粘質物」）(右図)が出

る。これをサナ（ネリ）として用い

る。杉原紙研究所では、茨城県で 11 月に収穫したものを使用している。 

２ トロロアオイ粘質物の機能 

紙のできる工程中の 11 紙漉き(上図)でサナ（ネリ）を加える。トロロアオイ 

粘質物には、下の(1)(2)の機能がある。 

(1) 厚みが揃った強い紙にする。 

(2) 製造直後の湿った紙を重ねて圧搾して脱水しても、紙が相互に密着せず 

スムーズに分離して乾燥の工程に移すことができる。 

３ トロロアオイ粘質物の機能のメカニズムについて 

(1) 粘質物がコウゾ繊維（セルロース）表面を被い、繊維に吸着する。 

(2) (1)の粘質物の一部が、吸着していない粘質物と絡み、さらに橋架け構造

が生成する。 

(3) コウゾ繊維(セルロース)の凝集が抑制され､分散が促進される。 

(4) 漉き舟の中でコウゾ繊維が均一に分散した紙料となる。 

(5) 漉くときの揺すりでコウゾ繊維の分散がさらに促進され、コウゾ繊維の

ムラ無い接触により強い相互作用が生じ、厚みの揃った強い和紙になる。 

 

 

  

 

 
 
 

 ４ トロロアオイ粘質物 

トロロアオイの粘質物は、Ｄ-ガラク

トウロン酸(図①)とＬ-ラムノース(図

②)が２：１の割合で多数結合した多糖

類（ﾎﾟﾘﾗﾑﾉｶﾞﾗｸﾄｳﾛﾝ酸）であることが報    図１ ●      図２ 〇 

報告されている。図③にそのモデルを示す。  
 
図③ ・・●●〇●●〇●●〇●●〇●●〇・ (枝分かれのある、長い紐状分子) 
 

５ 考察 

(1) トロロアオイ粘質物の機能を生じる理由の一つは、コウゾ繊維の均一な分散

と理解する。トロロアオイ以外にネリとして使われるノリウツギ粘質物も、 

Ｄ-ガラクトウロン酸とＬ-ラムノースを含むとする報告があり、逆に接着効果

であれば期待できるデンプンやポリビニルアルコール（ＰＶＡ）はネリとして

使用されないことを考慮すると、Ｄ-ガラクトウロン酸中にある-ＣＯ２Ｈ(ｶﾙ

ﾎﾞｷｼﾙ基）が、コウゾ繊維への吸着に関係している可能性が示唆される。 

(2) ガンピ（雁皮）も優秀な紙の材料であるが、ガンピによる紙漉きはコウゾの

ようにネリは不要である。このことから、ガンピにはそれ自体にトロロアオイ

粘質物のような物質が含まれていると考えられる。明確な報告は不明である。 

６ 今後の展望 

(1) トロロアオイ粘質物の効果について 

① 杉原紙中のコウゾ繊維間の相互作用(接着力)にトロロアオイ粘質物が関与し 

ているのか、あるいはコウゾ繊維のセルロースのみであるのかを解明する。 

② 紙料を含む液の粘性増で、コウゾ繊維が沈む速さを遅め、繊維の分散を助ける

ことが考えられるため、その検証を行う。（参考：乾燥コウゾ繊維の密度 1.4g/cm3 ） 

③ 製造直後に湿紙が密着しない理由を明確に説明する。 

(2) トロロアオイ代替品を、合成品からその構造に着目して探索する。 
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紙料にサナ(ネリ)を加えてかき混ぜる。簀桁（すけた）で漉き舟中の紙料をす
くい、前後左右に揺すって紙を漉く｡漉いた紙は、板の上に積み重ねる。（11） 

白皮を川の冷たい水にさらし、干して乾燥させる(5)。その後、傷んだ部分を除き(6)､  
釜たきで柔らかくして(7)、チリやゴミなどの不純物を除き(8)、機械や棒を使って叩いて
柔らかくする。ほぐれた繊維を紙料（しりょう）という(9)。より白くするため米の粉を
水に浸して袋でこした液を加える(10)。 

杉原紙 

杉原紙研究所 

兵庫県多可郡多可町加美区 

ミツマタや雁皮（ガンピ）も紙の材料として知られるが、 
杉原紙はコウゾのみを材料として作られる(1)。 

長さ１ｍに切りそろえたコウゾを釜で蒸し(2)、熱いうちに 
皮をはぐ(3)。その後、黒皮を削り白皮のみにする(4)。 

（１）

ｺｳｿﾞ繊維に粘質

分子が吸着する

（２）（３）

ｺｳｿﾞ繊維と粘質物分子が

橋架け構造を生成し、コ

ウゾ繊維の凝集が抑制

（４）（５）

ｺｳｿﾞ繊維の分散をさらに

促進し、ｺｳｿﾞ繊維がﾑﾗな

く接触して強く相互作用
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コウゾ繊維に吸着していない

粘質物により橋架け構造 
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